
関連イベント日時 内容 出演者 定員 共通事項
8月14日（土）13:30～ オープニングトーク「作家、学

芸員によるギャラリートーク」 作家、学芸員 50人【場所】
豊科近代美術館（8/28 の上映会
＆トークは穂高交流学習センター
「みらい」）
【費用】
要入場料
【申し込み】
7月27日（火）から8月13日（金）
に豊科近代美術館へ電話で
※いずれも先着順

8月16日（月）14:00～ 北澤一伯ギャラリートーク 北澤一伯さん（作家） 30人
8月21日（土）13:30～ 藤森照信講演会 藤森照信さん（作家） 50人
8月22日（日）14:22～ 松澤宥ギャラリートーク 北澤一伯さん（作家） 30人

8月28日（土）13:30～ 小林紀晴監督作品「トオイと
正人」上映会＆トーク 小林紀晴さん（作家） 75人

8月29日（日）11:00～ 丸田恭子ギャラリートーク 丸田恭子さん（作家） 30人

8月29日（日）13:30～ 〈対談〉小松良和について 小山利枝子さん（作家）・大竹
永明さん（梅野記念絵画館長） 50人

9月 4日（土）14:00～ 根岸芳郎ギャラリートーク 根岸芳郎さん（作家） 30人

古紙配合率 60％
再生紙を使用しています。

人口と世帯 2021.7.1 現在（　）内は対前月比
人口　96,737 人（－ 43）男 46,921（－ 33）女 49,816 人（－ 10）
世帯　40,466 世帯（－ 1）　※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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本庁舎夜間・休日開庁日
時間延長窓口8月10日（火）
（午後５時 15 分から８時まで）

休日開庁日7月25日（日）・8月22日（日）
（午前８時 30 分から正午まで）
※ 8月22日（日）はマイナンバーカードに関す
る業務は取り扱いできません。

新型コロナワクチン接種の相談は

安曇野市新型コロナワクチン接種コールセンター
℡ 0263・31・0606（平日	午前９時～午後５時） 	FAX0263・31・0109

△松澤 宥
『御射山奥社密儀』

△北澤一伯『段丘地の台座』 △丸田恭子『円になる』　　

△小松良和『作品』
△根岸芳郎『19-10-7』

△藤森照信『空飛ぶ泥舟』 △小林紀晴
『和合の念仏踊り
（長野県阿南町）』

内の美術館や学芸員等が協力して、信州ゆかりの現代美術作家を紹介する展覧会の第４弾。長野県の戦後の現代
美術史をたどる上で重要な作家の作品をお楽しみください。　 　  問豊科近代美術館473・5638 673・6320

※シンビズムとは…信州の美術の「信」、新しい美術の「新」、真の美術の「真」、親しい美術の「親」の意味を込めた造語です

■日時　８月14日（土）～９月12日（日）　午前９時～午後５時
【休館日】月曜日（8月16日は開館）　

■場所　豊科近代美術館　　■入場料　500円
⎛　　　　　　　　　　⎞
⎝　　　　　　　　　　⎠

高校生以下・70歳以上の市内在住者・
障害者手帳所持者は　無料

主催：（一財）長野県文化振興事業団、長野県
共催：安曇野市、安曇野市教育委員会、（公財）東京オリンピ

ック・パラリンピック競技大会組織委員会
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